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量推定方法を提案し、この方法を北タイの熱帯低山地林に適用することで、以下の結果を得た。 1 )  
北タイ熱帯低地林では、材密度の個体間変動の多く（8 0 % )は種間差に起因し、同種内の個体差は小 
さい。種の材密度は種の最大直径、直径成長速度、死亡率と負の相関があり、材密度の小さい巨大高 
木種(Ma如ix/a euonymoides)が存在する。 2 ) 平均材密度の森林内での分布は地形と関係しており、 
平均材密度は、季節風の影響で林冠ギャップ形成頻度が高い東側斜面と尾根部で小さい。3 ) 樹木サ 
イズ（直径、樹高）と幹材積のデータから求めた形態因子(form f a c t o r )の解析から、樹木サイズと 
幹の形態の関係は森林タイプによって異なることが示された。熱帯低山地林の幹形態は暖温帯常緑樹 
林に近く、先端へ行くほど幹が細くなる度合いが低地熱帯雨林や熱帯季節林の樹木よりも大きい。4 )  
材密度と幹形態を考慮した方法で熱帯低山地林の地上部植物体量を推定し、幹形態を考慮しない既存 
の方法の値と比較した結果、既存の方法では熱帯低山地林の植物体量を過大推定する可能性が高いこ 
とが示された。5 ) 熱帯低山地林内の植物体量の空間分布は地形と関係しており、斜面中部では尾根 












1 ) 平均材密度には同一森林内にも大きな局所変動があり、その分布が地形と関係していること 
を明らかにした。2 ) 樹木サイズ値径、樹高）と幹の形態の関係が森林タイプによって異なる 
ことを形態因子（form factor)を用いて解析し、熱帯山地林の樹木の樹木サイズと幹形態の関係 
が暖温帯常緑樹林のものと似ていることを明らかにした。3 ) 既存の生物体量推定モデルは熱帯 
山地林の生物体量を過大評価する可能性があることを指摘し、新たに、樹種ごとの材密度と形態 
因子を用いた熱帯山地林の生物体量推定モデルを構築した。4 ) 本推定モデルを用いて北タイ熱 
帯山地林の地上部生物体量を推定した結果、生物体量の空間分布と1998年から2003年の間の短期 
の生物体量の動態が地形と関連していることを明らかにした。
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